



he Development of Concept―hquiry Lcamhg in Sodal Studies(4)























「外交戦略 (外交政策)」 の構造図 (第一次教授書試案)


























































































































































単元名    外交戦略
単元の目標  外交戦略の実態にせまる単藝欠算成  守芽安ヶ含科斗豊夕裟墨」計3時間)
展開都   「中国の強い反対」の真相を石油事情からみる
到窪管理   イラク
の石油戦略とロシアの対イラク武器輸出から考える



























































































































































































































































































































































































































































鳥取大学教育地域科学部紀要 教育・人文科学 第 4巻 第 2号(2003)     221
以上のことを知識の構造図に表現 してみよう。次いで第二次教授書試案を紹介しよう。
「外交戦略 (外交政策)」 の構造図 (第二次教授書試案)




































































































































































































































































































































































































































































































































































教授によれば (HotWired Japan 02.6.25)、アメリカにおいても「新帝国主義」が登場しているとし
て、賛否数名の見解を紹介している。さらには、田中宇氏は「新保守主義派」(「新帝国主義派」)が「均
衡戦略 (バランス・オブ・パワー)から一強主義。自国中心主義 (ユニラテラリズム)」 へと考え方を転
換し、外交自体を否定し始めたと言う。(「米イラク攻撃の謎を解く」MSNジャーナル、02.9.19)
6。「視点の転換」に関しては拙稿「社会科概念探求学習の発展(3)」に紹介した「大石実践記録分析表」を
参照いただきたい。また、「源社会科学研究科としての社会科」とは「社会科概念探求学習」のことであ
り、その詳細は拙稿「社会科に社会科学の見方をどう活かすか―源社会科学研究科の場合―」(明治図書
『社会科教育』第383号、1993年)を参照いただきたい。
7.酒井氏は『イラクとアメリカ』(岩波新書 2002年8月)において、湾岸戦争から02年までの両国の関
係を「冷戦時の米ソニ極対立構造」の利用と捉え、「アメリカはカウボーイ型の『正義か悪か』の選択を
つきつけるが、フセインのやってきたこともまた、同じ『二極対立』構造をそのまま鏡に映したものに
すぎない」と言う。そして、「問題は「フセイン的なるもの』一大きな二つの力が対立しあうなかでしか
自己を表現していく方法がないという環境―をいかに乗り越えるかということこそが、将来の最大の課
題だろう」と指摘している。朝日新聞02年9月26日の「天声人語」氏は、デッシュ大統領の言動をジョン・
ウェインが演じる西部劇映画の一場面に例えて、イラク=ネズミとアメリカ=ゾウの争いだと表現して
|ヽる。
8,9月22日に至リブッシュ大統領は「国家安全保障戦略 (ブッシュ・ドクトリン)」 を発表し、先制攻撃戦
略を米国の公式戦略とする旨を表明し、国際社会の合意無しでも武力行使へと進む方向へ舵を切った。こ
れを起点に各国は外交活動を一段と活発化させている。ところで、国立教育政策研究所 。三井正浩氏は
全国社会科教育学会2002年度研究大会において「高校世界史における理論探求学習」を報告した。授業
モデルはアメリカ合衆国研究者の古矢旬氏の理論と社会経済学研究者の佐伯啓思氏の理論に依狸した「ア
メリカニズム」理論を探求させるものになっている。「アメリカニズム」理論は本稿の注で紹介した「新
帝国主義論」と関連する理論と言えよう。詳細な検討は今後の課題としたい。
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